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巻頭特集

トレックスの概要から財務・非財務面まで、数字を用いてトレックスの「今」を幅広くご紹介いたします。

数字で見るトレックス

24年

日本の他、海外6カ国

会社設立以来電源ICに特化し、
事業を展開しています。

国内8拠点、海外9拠点

約3,000社

1,018名

日本国内のみならず世界中の
お客様と取引実績があります。
※2018年度実績

※2019年9月末現在

17拠点

7カ国

創立

連結従業員数 グローバル
ネットワーク

取引先

概要編
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12億69百万個

0.175mm

年間12億超の電源ICが販売され、
世界中のあらゆる電子機器に
搭載されています。
※2018年度実績

0.3mm   0.6mm

サイズ
（最薄）

サイズ
（最小）

販売個数
1年累計

製品編
創業以来、小型・軽量化する電子機器の
開発ニーズにいち早く対応し、
世界トップクラスの超小型製品を
提供しております。

シャープペンの芯より薄い
パッケージ技術
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巻頭特集

男性78%     女性22%
※2019年3月末現在  トレックス単体

100%
※トレックス単体
2017年度実績。2018年度は、
産休育休取得者なし

※2019年3月末現在　トレックス単体

47%

65.6%

21.3h

43.4歳

残業を抑制すべく、
原則として22時以降の就業禁止、
日曜日の出社禁止等の施策を
実施しています。
※2018年度実績　トレックス単体

※2018年度実績　トレックス単体

数字で見るトレックス

産休育休
の復帰率

有給
取得率

平均
残業時間

男女比率

平均年齢 働き方
人事編

技術者比率

アナログ設計の幅広い知識と
豊富な経験をもつ優れた技術者を
擁しております。
※2019年3月末現在  トレックス単体
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残業を抑制すべく、
原則として22時以降の就業禁止、
日曜日の出社禁止等の施策を
実施しています。
※2018年度実績　トレックス単体

第25期上半期	業績ハイライト

330百万円 157百万円

■ アプリケーション別売上高
■産業機器 ■車載機器 ■医療機器 
■ウェアラブル機器 ■その他

■ 地域別売上高
■日本 ■アジア■欧州
■北米 

42.0%

35.6%

13.1%

9.3%

売上高

4,851
百万円

第25期
2020年3月期
第2四半期（累計）

0.9%2.5%

35.0%

19.9%

41.7% 売上高

4,851
百万円

第25期
2020年3月期
第2四半期（累計）

■ アプリケーション別売上高（参考値）
■産業機器 ■車載機器 ■医療機器 
■その他

■ 地域別売上高
■日本 ■アジア ■欧州
■北米 

第25期
2020年3月期
第2四半期（累計）

6.8%

44.2%

18.5%

30.5%
売上高

6,234
百万円

13.2%

28.8%

1.9%

56.1%

売上高

6,234
百万円

第25期
2020年3月期
第2四半期（累計）

10,331百万円

売上高 営業利益 親会社株主に帰属する四半期純利益

23,896

（単位：百万円）

第22期
2017年3月期

第25期
2020年3月期

22,000
（予想）

10,331

第24期
2019年3月期

23,996

第23期
2018年3月期

21,559

850
（予想）

330

第22期
2017年3月期

第25期
2020年3月期

第24期
2019年3月期

2,212

1,550

第23期
2018年3月期

1,251

（単位：百万円）

902 1,049
550
（予想）

157
第22期
2017年3月期

第25期
2020年3月期

第24期
2019年3月期

2,930

第23期
2018年3月期

（単位：百万円）

■ 通期　■ 当第2四半期（累計）　■ 予想
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　現在の半導体・電子部品関連市場は、全般的
に米中貿易摩擦等の影響による昨年末からの
調整局面が続き、依然として厳しい環境にあり
ます。いずれは需要回復に転じると見られてい
るものの、そのスピードはまだ鈍く、しばらく
時間がかかる見通しです。
　当社グループの重点市場である産業機器に
おいても、当上半期は需要が減少し、前年同期
に比べて大きな落ち込みを示しています。一方
車載機器は、中国や日本において堅調に推移し
ました。
　そうした中で、当社グループの半導体受託製
造を担うフェニテックセミコンダクター（以下、
フェニテック）は、中国・台湾からの受注が減少
し、工場の稼働率が低下したことに加え、工場

半導体関連市場の長期的な成長を見据え、足もとの事		業環境に的確に対応していきます。トップメッセージ

　このたび日本列島を襲った台風により被災さ
れた皆様に謹んでお見舞い申し上げます。皆様
の安全と被災地の一日も早い復旧・復興をお祈
りいたします。
　第25期（2020年3月期）上半期の市場環境は、
米中貿易摩擦等を背景とする前期後半からの厳
しさが続き、当社グループの営業状況につきま
しても、7月より受注状況は改善しつつありま
すが、活況だった前年並みに戻るには、もうしば
らく時間がかかる見込みです。結果として連結
業績は、売上高103億31百万円（前年同期比
17.1％減）、営業利益3億30百万円（同75.6％
減）、経常利益2億78百万円（同84.0％減）、親会
社株主に帰属する四半期純利益1億57百万円

（同83.7％減）となり、通期業績についても当初
の予想から下方修正しました。
　しかしながら、当社グループが提供するアナ
ログ電源ICやパワーデバイスは、社会インフラ
を支える必要不可欠な存在であり、その長期的
な成長性にかげりはありません。市場の動向を
見据えながら早期の業績回復を目指し、引き続
き重点市場におけるシェアを拡げてまいります。

代表取締役 社長執行役員

芝宮 孝司

ごあいさつ

2019年
3月期

第2四半期

2020年
3月期

第2四半期

平均為替レート
（1米ドル）

110.0円 109.0円

為替レートの推移

Q

A 厳しい市場環境が続き、特に産業機器の
落ち込みが業績に影響しました。

上半期を振り返り、営業状況について
総括をお聞かせください。
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統合に伴う減価償却費の増加も生じているこ
とから大幅減益となりました。
　フェニテックを除く旧トレックスグループ

（以下、トレックス）は、産業機器向けが大きく
減少したことにより、売上高・利益とも前年同
期を下回りました。トレックスの営業状況を地
域別売上高で見ると、中国におけるインフラ関
連ビジネスの進展によりアジアがプラス成長
を遂げています。日本国内も回復傾向が表れて
いますが、好調だった前年同期との比較では減
少しました。一方、欧州および北米は落ち幅が
大きく、ともに2ケタの減収率となりました。

するインドCirel Systems Pvt. Ltd. （以下、Cirel
社）との資本提携を通じ、同社の開発リソースを
活かした協業体制を構築していきます。
　産業機器向け製品としては、高耐圧・大電流製
品の開発を推進し、早期リリースを目指していま
す。足もとでは48V系製品のリリースを果たし、
次の60V系製品の展開に向けた開発を手掛けて
いるところです。
　もう一つの経営方針である高付加価値製品の
開発・販売については、「XCL（コイル一体型DC/
DCコンバータ）」の拡大に取り組んでいます。現
在の厳しい市場環境においても、「XCL」は前年同
期比で約15％の売上増を示し、この2年間で倍以
上の成長を遂げました。トレックスでは、「XCL」
の開発についても特化部門を設置し、ラインナッ

　当期は、経営方針として「重点市場（車載機器・
産業機器・医療機器）へのさらなる注力」と「高付
加価値製品の開発・販売に向けた積極的な資源
の投入」の二つを掲げ、積極的な取り組みを進め
ています。
　重点市場への注力では、車載機器向け製品で
ある「XDシリーズ」のラインナップを早期に拡充
すべく、同開発に特化した部門を新設し、アナロ
グエンジニアの増員や教育体制の整備とともに、
開発力の強化を図っています。また今後は、後述

半導体関連市場の長期的な成長を見据え、足もとの事		業環境に的確に対応していきます。

Cirel社との提携合意で調印式を実施

Q

A 重点市場への注力と高付加価値製品の
展開を着実に進展させています。

当期の経営方針にもとづく注力施策の進展は
いかがですか？

　2019年9月17日、当社とインドアナログ半導体製品開発ファブレスメーカーCirel社は、双方の製品
開発の強化に向けた資本提携に合意しました。両社は同日、当社本社にて調印式を行いました。
　Cirel社は、デジタルとアナログ混載の回路技術を有し、アプリケーションに特化あるいはカスタムの 
アナログを基本とした製品開発と販売を行ってきました。本件提携の目的は、当社の省電力・小型化技術
とCirel社のデジアナ混載製品技術を融合し、成長分野であるIoT機器や産業機器、自動車産業の市場
ニーズに対応した製品開発を行うことにあります。また、世界的に不足するアナログ半導体設計者を両
社で共有し、より効率的な製品開発体制を確保します。
　今後の業務協力においては、マーケットニーズを当社が素早く捉えながら、Cirel社との成長戦略の中
で、先導する形で製品開発を行っていく考えです。

Topics 1
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プの拡充を図ります。
　そしてパワーデバイスについては、高付加価
値化によってシェアをさらに高めるべく、フェニ
テックとトレックスの共同開発を推進中です。特
にIGBT（絶縁ゲートバイポーラトランジスタ）や
SiC（シリコンカーバイド）などの化合物半導体を
早期にビジネス化し、OEM販売による拡大を目
指す考えです。

　今年9月、当社グループは今後の事業拡大に
向けて、二つのアライアンスを結びました。
　その一つは、インドでアナログ半導体製品を
開発するファブレスメーカー、Cirel社との資本
提携の合意です。Cirel社は、デジタル・アナロ
グ混載の回路技術を有しており、その開発リ
ソースを活用しつつ、トレックスの省電力・小型
化技術と融合することで、IoT機器をはじめとす
る新たな市場のニーズに対応した製品開発を
行っていく考えです。
　現在、本件合意にもとづき、トレックス製品を
Cirel社で設計する動きを進めており、トレック
スの開発思想や細かな仕様の詰めを伝達する
マッチングを行っています。将来的には、トレッ
クスのR&D機能がインドにあるという形にま

で協業を深めるべく、技術面の教育なども実施
する予定です。さらには、Cirel社製品をトレッ
クスの販売ネットワークに乗せていく営業展開
についても計画しています。
　もう一つのアライアンスは、米国のベン
チ ャ ー 企 業、MATRIX Industries, Inc.（ 以 下、
MATRIX社）との製品開発における協業です。
MATRIX社は、エナジーハーベスト技術（光、振
動、熱など身の回りのわずかな環境エネルギー
を集め、発電する技術）を活かしたユニークなビ
ジネスを世界展開しています。
　 本 件 協 業 を 通 じ て、ト レ ッ ク ス 製 品 と
MATRIX社の温度差発電素子を組み合わせた
バッテリーレスのモジュールを開発し、IoT機器
やウェアラブルデバイスに求められるソリュー
ションを提供するなど、将来に向けた種蒔きと
しての事業に着手していきます。

　先に述べました通り、半導体・電子部品関連市
場における厳しさはしばらく続き、回復にはまだ
時間がかかるものと見ています。
　その中で当社グループは、重点市場を中心に
需要の動きを見極めながら、変化を的確に捉えて
スピーディーに対応できるように態勢を整えて

いく必要があると考えています。来期にかけて、
市場回復のタイミングがポイントになってきま
すので、お客様の動向に合わせ、生産体制と在庫
保持をしっかり準備していきます。特にファンダ
リーであるフェニテックは、市場の立ち上がりに
遅れをとることなく供給責任を果たすべく、十分
な部材を確保しつつ、工場統合と生産合理化を
進めていきます。
　そうした対応と並行して、当社グループは中期
的な成長を見据え、前述の経営方針にもとづく取
り組みを着実に進展させてまいります。
　通期業績については、受注状況が回復傾向に
あるものの、そのスピードは期初に想定した程で
はなく、業績予想を下方修正し、売上高220億円

（前期比7.9％減）、営業利益8.5億円（同45.2％
減）、経常利益8億円（同56.0％減）、親会社株主に
帰属する当期純利益5.5億円（同47.6％減）を見
込んでいます。

　当社は、株主の皆様への利益還元について、戦
略的投資による成長力の向上を図りつつ、安定的
かつ継続的な配当を維持し、配当性向20％以上、
株主資本配当率（DOE）3％程度を目処として拡
充に努める方針を打ち出しています。

Q

A 変化を的確に捉え、スピーディーに
対応できるように態勢を整えていきます。

下半期の取り組みと通期業績の見通しを
お聞かせください。

Q

A ＩＲ活動の強化を図り、幅広くご支持
いただける企業を目指してまいります。

株主・投資家の皆様にお伝えしたい
メッセージをお願いします。

Q

A 新たな価値の創出につながる二つの
アライアンス案件を進めています。

他社との提携による新たな事業展開について
ご説明願います。
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　本方針にもとづき、今回の中間配当は予定通り
1株当たり20円（前年同期比2円増配）を実施し
ました。期末配当についても同額を予定しており、
年間配当額は合わせて同40円（前期比2円増配）
となる見込みです。
　また当社は、個人投資家様向け説明会の開催
や、海外の機関投資家様向けロードショーの実施
など、積極的なIR活動を推進しています。今後、取
り組み内容のさらなる充実を図り、より多くの皆
様に当社グループの事業を知っていただくこと
で、幅広くご支持いただける企業を目指してまい
ります。
　足もとでは厳しい事業環境に置かれています
が、これからの半導体市場は5Ｇ通信の普及や
IoT化の進展、自動車のEV化・自動運転化といっ

た流れの中で大きく成長し、2030年における市
場規模は、現在の47兆円から80兆円にまで拡大
していくと見られています。その中で当社グルー
プが提供するアナログ電源ICやパワーデバイス
の需要は、右肩上がりの伸びが期待できる状況
にあります。将来の成長市場に向けて、高い付加
価値を持つ製品を打ち出していくことで、当社グ
ループはさらなる飛躍を遂げ、持続的に発展して
いくことが可能であると確信しています。その取
り組みを通じ、私たちは豊かな未来づくりを実現
する企業として、社会に貢献してまいります。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの
中長期的な成長をお見守りいただき、引き続き一
層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

トップメッセージ

MATRIX社とのアライアンスが生む新たなソリューション
　米国シリコンバレーで2011年に設立されたMATRIX Industries, Inc.（以下、MATRIX社）は、熱電材料科
学、熱工学、消費者向け商品の開発・生産の専門家によって構成されたベンチャー企業です。IoTおよびウェ
アラブルに用いられる電力方式の再発明を目指し、光、振動、熱など身の回りのわずかな環境エネルギーを
集めて発電する「エナジーハーベスト技術」を基軸とする事業を世界展開しています。
　トレックスとMATRIX社の技術開発における協業展開では、MATRIX社製の温度差発電素子とトレック
スの電力管理ソリューションを組み合わせ、モジュールを構成することで、電力供給やバッテリーの搭載
が不要なIoTデバイスを実現します。
　2020年1月に米国ラスベガスで開催される電子機器の国際見本市「CES（Consumer Electronics 
Show）」では、両社が共同でブース展開し、このアライアンスが生み出す新たなソリューションを市場にア
ピールする予定です。

Topics 2
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第22期 第23期 第24期 第25期
2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

第2四半期（累計） 通期（予想）
売上高 （千円） 21,559,622 23,996,944 23,896,699 10,331,365 22,000,000
営業利益 （千円） 1,251,098 2,212,324 1,550,962 330,251 850,000
売上高営業利益率 （％） 5.8 9.2 6.5 3.2 ―
経常利益 （千円） 905,707 1,998,187 1,820,249 278,866 800,000
親会社株主に帰属する当期純利益 （千円） 2,930,551 902,176 1,049,117 157,747 550,000
総資産額 （千円） 25,209,563 27,995,000 28,385,653 26,393,840 ―
純資産額 （千円） 15,597,571 19,085,463 19,638,097 18,839,631 ―
自己資本比率 （％） 45.3 51.8 69.0 71.4 ―
営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,635,310 2,335,353 2,699,779 463,082 ―
投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 2,714,677 △697,406 △3,256,749 △705,504 ―
財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △994,266 1,151,752 △928,319 △1,462,677 ―
現金及び現金同等物の期末残高 （千円） 9,714,789 12,280,327 10,883,205 9,009,244 ―
１株当たり当期純利益金額 （円） 308.77 99.44 95.89 14.27 50.47
１株当たり純資産額 （円） 1,267.65 1,338.74 1,717.90 1,729.01 ―

■ 連結財務ハイライト

売上高には、消費税等は含まれておりません。

18.00円

20.00円
38.00円

第25期（予想）
2020年3月期

第21期
2016年3月期

第22期
2017年3月期

第23期
2018年3月期

16.00円

16.00円
32.00円

16.00円

16.00円

32.00円

20.00円

20.00円
40.00円

第24期
2019年3月期

18.00円

3.1% 2.7%

16.00円

34.00円

2.6% 2.5%

■  配当金の推移  ■中間配当 ■期末配当 ■配当予想 ●株主資本配当率（DOE）
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■ 会社情報 （2019年9月30日現在) ■ 株式情報 （2019年9月30日現在)

会社概要

社 名 トレックス・セミコンダクター株式会社

所 在 地 東京都中央区新川1-24-1
ユニゾ新川永代通りビル3F

設 立 平成7年（1995年）3月

資 本 金 29億6,793万円

事 業 内 容 1. 半導体デバイスの開発、設計製造
2. 半導体デバイスの販売

従 業 員 数 連結／1,018名　個別／172名

大株主（上位10名）

所有者別株式分布

株式の状況

発行可能株式総数.......... 36,673,600 株
発行済株式の総数.......... 11,554,200 株
株主数.......................................3,722 名

役員一覧

株主名 所有株式数
（千株）

持株比率
（%）

日本マスタートラスト信託
銀行株式会社（信託口） 1,137 10.39

THE BANK OF NEW 
YORK 133652 551 5.04

藤阪　知之 499 4.57
株式会社中国銀行 472 4.31
アルス株式会社 452 4.13
吉備興業株式会社 397 3.63
尾崎　貴紀 321 2.94
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口） 298 2.73

芝宮　孝司 292 2.67
尾崎　公子 205 1.88

発行済株式の総数

11,554,200
株

証券会社 
1.64%

外国人 
8.40%

その他国内法人 
14.10%

自己名義株式 
5.26%

金融機関 
22.69%

個人・
その他  
47.91%

政府・地方
公共団体 
0.00%

1. 当社は、自己株式を608,028株保有しておりますが、上記
大株主からは除外しております。

2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

■ 取締役（監査等委員である取締役を除く）

■ 監査等委員である取締役

代表取締役 会長執行役員 藤
ふじ

　阪
さか

　知
とも

　之
ゆき

代表取締役 社長執行役員 芝
しば

　宮
みや

　孝
こう

　司
じ

取締役 常務執行役員 木
き

　村
むら

　岳
たけ

　史
し

取締役 執行役員 日
ひ

　笠
かさ

　　　基
もとい

取締役 谷
たに

　　　英
ひで

　昭
あき

常勤監査等委員（社外） 池
いけ

　田
だ

　耕
こう

太
た

郎
ろう

監査等委員（社外） 小
こ

　松
まつ

　　　煕
ひろし

監査等委員（社外） 川
かわ

　俣
また

　尚
なお

　高
たか

監査等委員（社外） 清
し

　水
みず

　満
みつ

　昭
あき

　　

株主メモ
事業年度 4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後3ヶ月以内
株主確定基準日 3月31日
期末配当金株主確定日　　3月31日
中間配当金株主確定日　　9月30日
単元株式数 100株

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内
一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事務取扱場所
東京都千代田区丸の内
一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
証券代行部

郵便物
送付先・
連絡先

（郵便物送付先）
〒168-0063
東京都杉並区和泉2丁目8番4号

（連絡先）
0120-782-031

公告方法 

当社の公告方法は、電子公告としており
ます。
ただし事故その他やむを得ない事由に
より電子公告をすることができないと
きは、日本経済新聞に掲載しております。

当社の公告掲載URLは次のとおりです。
https://www.torex.co.jp/
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環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

About トレックス
Vol.11アバウト・トレックス

TOREXにまつわる色々なことをご紹介します。

「子ども参観日」を開催

当社の最新情報はWEBサイトで
ご覧いただけます。

トレックス

https://www.torex.co.jp/

トップページ

https://ir.torex.co.jpIR情報

トレックス・セミコンダクター株式会社
〒104-0033  東京都中央区新川1-24-1
ユニゾ新川永代通りビル3F
TEL（03）6222-2851

　当社は2019年8月1日（木）、東京本社にて「子
ども参観日」を実施いたしました。従業員の子ど
もたち14名が参加し、お父さん、お母さんが働く
職場を訪問し、上司や同僚との名刺交換を行っ
たほか、電気を使った工作体験や半導体ウエハ
を顕微鏡で覗いてみるなど、当社の事業内容の
理解につながる体験を実施いたしました。
　「子ども参観日」を通じて従業員の家族へ仕事
や職場に対する理解を深めてもらうとともに、

子育て世代の従業員同士のコミュニケーション
の活性化にもつながりました。
　当社では従業員に対する取り組みとして、

「トレックス企業行動規準」に基づき、従業員の
多様性を尊重し、安心して働ける職場環境の整
備に努め、従業員１人ひとりがやりがいと誇り
をもって仕事に取り組める会社を目指してお
り、今後もCSR活動に積極的に取り組んでまい
ります。

010_7100801601912.indd   1 2019/11/18   14:34:37


